
１．岩国・大竹道路の概要

◆事業の目的・計画概要

・岩国・大竹道路は、広島県大竹市小

方一丁目と山口県岩国市山手町とを

結ぶ、延長9.8kmのバイパスです。

◆進捗状況

・事業の目的は、一般国道2号の交通

混雑の緩和及び交通安全の確保、広

島県と山口県間の広域的な連携・交

流を図るものです。

●事業全体の進捗状況（平成29年度末時点）

全 体 進 捗 約20％ （金額ベース）

用 地 約89％ （面積ベース）

起 終 点

おがた

起点：広島県大竹市小方一丁目
やまてまち

終点：山口県岩国市山手町

計 画 延 長 9.8㎞

道 路 規 格

むろのき

第1種第3級（起点～室の木IC(仮称)）
むろのき やまて

第3種第1級（室の木IC(仮称)～山手IC(仮称)）

設 計 速 度 80km/h

車 線 数 4車線

・現在、用地買収、調査・設計及び改良

工事を推進しています。

詳細図

計画概要

※記載されているインターチェンジ、橋梁、トンネル名称は仮称です。

標準断面図
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１．岩国・大竹道路の概要

◆国道2号・国道188号の課題

②交通安全の確保

・国道2号の大竹市街～岩国市街周辺では、死傷事故

率が全国平均よりも高い箇所があるほか、交通渋滞に

起因すると考えられる追突事故の発生割合が約5割を

占めています。
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いわ くに おお たけ

一般国道2号 岩国・大竹道路 L=9.8km

三笠橋交差点
442.7件/億台キロ

立石交差点
433.2件/億台キロ

晴海入口交差点
426.6件/億台キロ

写真①

岩国・大竹道路並行区間（国道2号、国道188号）の死傷事故率の状況

資料：交通事故・道路統合データベース（H23-H26）

いわくに おお たけ

一般国道2号 岩国・大竹道路 L=9.8km
死傷事故率
全国平均死傷事故率〔73.7件／億台キロ〕

※H26年データ（交通事故総合分析センターより）

【凡例】

岩国市（岩国港交差点付近）の渋滞状況

①交通混雑の緩和

・国道2号の大竹市街～岩国市街周辺には、12箇所も

の主要渋滞箇所があり、市民の円滑な移動を妨げて

います。

・また、臨海部には、石油コンビナート群が広がり、多

数の事業所が集積していますが、国道2号の交通渋

滞により物流・経済活動等に支障をきたしています。

国道2号の事故発生状況（岩国市立石町）

主要渋滞箇所：渋滞関連データや道路利用者の意見から、広島県内で90箇所、山口県内で78箇所が選定されている（平成29年8月時点）
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２．岩国・大竹道路の整備効果

◆効果① 高次医療施設へのアクセス向上

・大竹市消防本部管内では、岩国市内への救急搬送が約2割を占めており、特に3次救急医療施設

である岩国医療センターへの搬送が多くなっています。

■大竹市消防本部

・大竹市内から岩国市内方面への

搬送は岩国医療センターが多く、

移転後も毎月10件以上の搬送を

行っています。

・岩国・大竹道路の整備により、

病院までの搬送時間の短縮や現

在の区間に比べカーブや振動に

よる搬送時の患者への負担軽減

が期待されます。

◆地域の声

・岩国医療センターは、平成

25年3月に愛宕山地域内に

新築移転しており、引き続き

大竹市内からの搬送を受け

入れています。

・岩国・大竹道路の整備により、

大竹市消防本部管内から岩

国医療センターまでの搬送

時間が短縮し、救命率の向

上が期待されます。
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２．岩国・大竹道路の整備効果

◆効果② 産業の振興

・岩国・大竹コンビナートの沿線では、時間帯ごとで

輸送の所要時間にばらつきが発生しており、遅れを

前提とした非効率な対応を強いられています。

・岩国・大竹道路の整備により、国道2号の交通渋滞

が緩和され、定時性・速達性の向上による物流の

効率化が期待されます。

・輸送がスムーズになれば、トラックの回転率向上等

によるコスト縮減が期待されるほか、渋滞を避ける

ための無理な時差通勤の負担が軽減される等、産

業の振興に寄与するさまざまな効果が期待されま

す。

岩国・大竹コンビナート

大竹市から岩国市にかけての臨海部では、石油等を
原料とする繊維メーカーや製紙メーカーが集積する
大規模なコンビナートを形成しています。
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▼国道2号（昭和橋交差点から大竹ICまで）の時間帯別平均所要時間

約20分の開き

時間帯ごとで所要時間に
ばらつきが発生し、遅れを
前提とした非効率な対応

時間帯

岩国・大竹道路の整備により
交通量が分担され、国道2号

の定時性が向上

いわ くに おお たけ

一般国道2号 岩国・大竹道路 L=9.8km
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３．岩国・大竹道路の特徴

◆トンネル・橋梁が主体の道路

・岩国・大竹道路は、標高200m前後の山地を貫くため、総延長

9.8kmのうち、トンネル区間が約6.3km、橋梁区間が約1.0kmと、トン

ネル・橋梁が全体の約74%を占める構造物比率の高い道路です。

・山口県側には、岩国トンネル（延長約2,920m）と山手トンネル（延

長約560ｍ）の2つのトンネルが位置しています。

計画総延長 9.8 ㎞

構造物

延長

トンネル延長 約 6.3 ㎞

橋梁延長 約 1.0 ㎞

構造物比率 約 74 ％
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Source: Esri, DigitalGlobe, GeoEye, Earthstar Geographics, CNES/Airbus DS, 
USDA, USGS, AeroGRID, IGN, and the GIS User Community

山口県 広島県

※記載されているインターチェンジ、橋梁、トンネル名称は仮称です。 ５




